
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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17日（木）＝夕刊特集ワイド
大谷翔平 MVP争いの行方

静かな闘志 13日（日）＝１、３面

米大リーグ機構は18日、
ア・リーグ最優秀選手（Ｍ
ＶＰ）を発表します。投打
の「二刀流」で活躍したエ
ンゼルスの大谷翔平選手＝
写真＝が２年連続の快挙と
なるでしょうか。今季の大
谷選手は初めて、投打同時
で規定に到達しました。

ＭＶＰは62本塁打を放っ
たヤンキースのジャッジ選
手が本命視されています。
しかし、スポーツライター
の小川勝さんは、タイトル
や数字では表せない規格外
の大谷選手の価値をどう見
るかがカギだと語ります。

サッカー・ワールド
カップ（Ｗ杯）の開幕が
20日に迫っています。日
本代表を率いるのは、森
保一監督（54）＝写真＝
です。
１９９８年フランス大

会で初出場を果たした日
本にとって、７大会連続
７度目のＷ杯となる今回

は、日本人監督が予選の
スタートから本大会まで
を通して指揮を執る初め
ての大会になります。最
高成績は、過去３度あっ
た16強。森保監督の目標
は８強以上です。
これまで選手起用や試

合采配などで批判を浴び
たこともあり、時には解

任論さえ出たことがあり
ます。しかし、森保監督
は声高に反論することは
なく、批判などを静かに
受け止めてきました。
日本代表監督は、試合

だけではなく、プレッ
シャーとも日々闘ってい
ます。Ｗ杯開幕前、森保
監督の心境に迫ります。
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エマニュエル・トッドさんと與那覇潤
さん（右）＝東京都千代田区で

17日（木）＝オピニオン面

ロシアによるウクラ
イナ侵攻は、国際情勢
を一変させました。経
済制裁で欧米と歩調を
合わせる日本は、二国
間関係でも見直しを迫
られています。北方領
土を巡る交渉や周辺の
漁業をどうするか。対

露圧力を強める一方、
一定のつながりを保ち、
国益を守る工夫が求め
られます。影響を受け
ている漁業関係者や北
方四島の元島民らの思
いを聞き、今後の日露
関係のあり方を考えま
した。

ウクライナ侵攻後の日露関係

千島歯舞諸島居住者連盟の脇紀美夫理
事長。海の向こうには生まれ故郷の国
後島が見える＝北海道羅臼町で


